
席巻する恐れすら存在する。 

 このようななかで，本学会 HP の冒頭にあるように，＜企業の経済的責任＞はもとより，第 1

に＜企業の社会的責任＞を重視して企業情報開示制度の発展と改善を目ざして，昭和の終わりに，

青木先生，山上先生，飯田先生，そして小川先生など 7 名の先駆者の先生方によって発足し，現

在 200 余名の会員を擁するまでになった，われわれの社会関連会計学会が社会に果たす役割は，

非常に大きいものがあると確信する。 

 2018 年に社会を揺るがしたカルロス・ゴーン被告の逮捕に関わる一連の企業不正，会計不正

にしても，マスコミを見る限り，ゴーン被告と日産自動車と公認会計士の＜経済的責任＞は問わ

れても，＜社会的責任＞はおおかた不問に付せられているように見える。また，社会責任を理論

研究にしろ実証研究にしろ，学問研究の客観的な対象とすることが困難であることも，また否定

できない事実である。 

 しかし，だからと言って，「企業の社会的責任」を不問に付すことが本末転倒であることはもと

より言を俟たず，このような社会的風潮や方法論的困難性のなかで初心に帰って，チャレンジャ

ーとしてのわれわれの学会が果たす役割は，まことに大きいものがある。学会員諸氏のいっそう

のご努力と積極的なコミットメントにより，社会関連会計学会の活動が今後さらに大きく盛り上

がり，所属会員数と投稿論文数が飛躍的に増大することを，心より期待している次第である。 

 今般の学会理事会と会員総会において，全国大会における統一論題のすべての報告が，次号よ

り無条件で本誌に掲載されることが決議されたのは，こうした流れをさらに大きく前進させる一

助となることと確信する。 

 今年度の統一論題は開催校の先生方の問題意識が素直に反映されたものと思う。当日の議論自

体は，「社会関連会計の（現在的および将来的）可能性という問題」と，それとは異なる「若手研

究者の海外の英文雑誌投稿の促進」という問題がミックスして討議され，少々難解な内容となっ

たと感じたが，全会員にとって非常に興味深い重要な内容が熱く議論されたことは間違いないこ

とである。統一論題の報告が本誌に今後継続して掲載されることは，本学会のさらなる発展につ

ながると期待する次第である。 

2020 年 11 月 
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